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として，1 次元線要素を 3 次元モデルに考慮する方法を提案し，その有効性について確認した。 
 
（２） 間隙水圧の実測データから得られる変化点の発生メカニズムの解明のため，想定される要因に
対する 2 次元モデルを用いた数値実験を実施し，要因の特定を行うとともに，間隙水圧の鉛直
分布から想定される水理地質構造の推定方法について示すとともに，解析モデルの制度向上に
おいて有効であることを示した。 
 
（３） 今後の地下水調査法と地下水流動解析手法の高度化に関する提言として，適切な調査システム
の構築が重要であること，観測井をモデル化した地下水流動解析により，調査システムを考慮
した解析結果が得られるため，調査データと解析結果の誤差が低減され地下水流動解析モデル
の妥当性の評価を従来よりも適切に行うことができることを示した。 
 
 上記の研究成果は地下水のモデル化に大きく貢献するものである。よって，本研究は，博士（環境学）
を授与するに値すると判断した。 
 
